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その際､本稿では､授業を ｢学習活動｣(1としてとらえ､エンゲストローム (Engestrbm,Y.)の ｢活動システム
モデル (activitysystemmodel)｣を用いて分析するという方法をとる｡エンゲストロームは､マルクスに哲学的な






































































































































































































































































































































































授業において､学生たちは､化学者が扱っている､そして五感で (-見て ･さわって ･においをかいで･味わって)
感じることのできる本物の化学反応を 《対象≫とする｡この対象は､｢これまで紙の上でしか知らなかった化合物の
実物に触れたい｣という学生たちの欲求と結びっいており､まさに 《対象/動機≫と呼びうるものである｡
対象を共有する化学者共同体 (《共同体≫)は､学生 (新参者)一院生 (古参者)一教官 (親方)からなり､さらに
教師の語りやテクストを通じて､歴史に名を残す超一流の化学者たちともつながっている｡この 《共同体》の新参者
































































































自主性 学習 ･研究共同体 グル プー内 :協働









































































































































(5) ここでの ｢分業｣は経済学的な意味 (ある生産物を完成するために､その生産の全工程を分割し､労働者がそれ
ぞれの工程を分担すること)よりかなり広い意味で使われていることに注意されたい｡それは仕事や役割の分担
や協働のあり方だけでなく､その背後にある対人関係も含む概念である｡









(8) 本稿では､｢知識｣という語を狭義で用いている｡より広義にとるならば､本稿でいう ｢知識｣ は ｢対象につい


































m)喜多村 (1996)によると､アメリカの大学の授業時間には､60分授業 (語学は毎日､専門科目は週 3回)､90分
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